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和歌山県白浜町番所崎の通称"北浜"の高潮線附近に生息する
節足動物や蜘妹形類、特に二セハマヒョウタンゴミムダマシ
(ゴミムシグマシ科)

久保田　信* ・的場　績**

Arthropods and arachnids inhabiting the area around the high tide line of

"Kitahama sandy beach at Banshozaki cape, Shirahama, Wakayama, Japan, with

special reference to the beetle Idisia vestita Marseul (Tenebrionidae)

和歌山県白浜町番所崎の砂利混じりの砂浜、

通称"北浜"において、久保田は最近の数年間

にわたって肉眼で節足動物や蜘昧形類を観察し

てきた。これらの動物群の中でよく見かけるの

が、節足動物甲殻類のハマトビムシ類で、打ち

上げられた海藻や木片などの下に多数の個体が

群生している。同じ甲殻類のフナムシは岩場に

多く、たとえそこから転石や砂利が砂浜へ帯状

に連なっていても、その"砂利帯"や砂浜の上

をフナムシは這いまわっていることはめったに

なかった(久保田ほか, 1999)。動物で現存種

数が卓多の昆虫類では、バネカクシ類、ゴミム

シ類、ハサミムシ類が北浜には見られるものの、

浮田(1995)がまとめたような、海浜に生息す

るハンミョウ類、オサムシ類、コケムシ類、ゾ

ウムシ類、およびシデムシ類を見かけなかった。

しかし、北浜に打ち上げられて腐敗中の動物や

海藻などにハエ類が群らがっていたり、風に飛

ばされ落下するなど不慮の事故で出現するゾウ

ムシ類などが見られることがあった。また、セ

ミ類・カメムシ類や蛾・蝶類などの死亡あるい

は瀕死個体が漂着したこともあった。

蜘妹形類としては、 "砂利帯"に、砂粒の大

きさほどの探紅色を呈するイソテングダニが頻

繁にはいまわり、小型で体色が黒色のイソハエ

トリグモがジャンプしているのが見られた。

北浜は概して砂浜であるものの、汀と平行し

てこの"砂利帯"が形成される時が多々あり、

田辺湾を流れる海水の動きの向きと強さによっ

てこの帯の位置や大きさが頻繁に変わる。特に

台風や大時化だと、砂浜の地形が急転し、帯の

大移動も起こる。一方、潮間帯直下に多数の砂

利や貝殻が集積している部分があり、これらは

打ち上がったり、海中にもどされたりを繰り返

して入れ替わりながら帯の形成に関わってい

る。このように、田辺湾の湾口にある北浜は、

波あたりが比較的強く、小石混じりで地形がよ

く変化するので、生物にとっては住みやすい場

所だとはいえない。ただし、人があまり来ない

ので人為的な影響は少ない。

このような環境から、普段あまり見かけない

甲虫を、 2000年に初めて1個体、また2003年

の4月から5月にかけて6個体、高潮線附近で

発見した。この甲虫は、少数個体の発見ではあ

るものの偶来性ではなく海浜性のものと推察さ

れた。高潮線附近には雑多な打ち上げ物が線上

にたまっている場所なので、この甲虫はなんら

かの打ち上げ物を食べているのであろう。この

甲虫に近づくと、砂に潜って逃げるが、その動

きはそのあたりに見られるハサミムシ

Anisolabis maritima Gene　的場同定)のような

すばやさはなく、容易に採取することができた。

実験室でも現場の砂を入れた容器内で、バリな

どで刺激すると砂中に潜って隠れる性質が観察

された。写真撮影時にもこの潜行する性質がみ

られた。これら6個体はすべて的場によって、

ニセハマヒョウタンゴミムシグマシIdisiavesti-

JαMarseul (ゴミムシダマシ科)と同定された。
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図1和歌山県白浜町番所崎の"北浜"の高潮線

付近で発見された二セハマヒョウタンコミムシ。

スケールのシャープペンの芯の直径は0.5 mm

ニセハマヒョウタンゴミムシダマシは普通種

とされているものの、 「白浜町誌」では触れら

れてはいなかった(青田ほか, 1982)c　しかし、

田辺湾に浮かぶ神島で、的場が1984年6月10

E]に採集した貴重な記録がある(後藤, 1988)。

今後もこの北浜から、後藤(1988)がまとめた

「神島の陸上生物」に挙げられているような海

浜性の昆虫類のさらなる発見があるだろう。そ

の一例としては、 2003年5月6日に、ウミベ

アカババネカクシPhucobius simulator Sharp(的

場同定)を1個体採集した。この種も海浜性で、

後藤(1988)のリスト中に挙げられている。
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